
算数オンライン塾 12 月 30 日の問題 解説 
 

（１）６AB３と C１４D と考えます。4 桁の整数を考えるので C には 0 が入りません。

したがって残り０、２，５，７，８，９ですから、C には 5 通り。A には５通り、B には

４通り、D には 3 通りとなるので 5×5×4×3＝300 通りになります。 

（答え）300 通り 

 

（２）C に７、８、９のどれかが入れば良いので 

C には 3 通り、A には 5 通り、B には４通り、D には３通りですから 

3×5×４×3＝180 通りになります。 

（答え）180 通り 

（３）C に７、８、９が入れば後の入り方にかかわらず□14□が大きくなるので、その

入り方は３×10×10×10＝3000 通りです。。 

C＝6 のとき、614D と６AB３。 

６AB３が小さいためには A が０の場合で、これは B と D があと何が入ってもかまいませ

んから、10×10＝100 通り。 

C＝６ A＝1 のとき ６１B3 と６１４D。 

６１４D の方が大きくなるためには B が０から３までの 4 通りであれば D は何でもよい

ので 4×10＝40 通り 

C＝６ A＝１、B＝４のとき、6143 と 614D。 

614D が大きくなるのは D が４～9 までの６通り。 

したがって合計は 3000＋100＋40＋６＝3146 通りになります。 

（答え）3146 通り 


